


症例検討
担当した症例を振り返って特有の問題点を洗い出し，適切な治療選択がなされたかを吟味するという， 

臨床的意思決定過程を検証する意味合いが強い後見的な意見交換である

入院 退院
今

初期評価から問題点の抽出 
アプローチの結果がどうであったか？

フィードバック

やってきたリハビリが正しかったのかの振り返り
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臨床的意思決定過程を検証する意味合いが強い後見的な意見交換である

入院 退院今

入院時の 
状態は？

問題点は 
何にしたの？

もっと〇〇 
した方がよかった

質

質

質

どんなリハビリ 
したの？

質

ア

発表者が求めていること

これから 
どうすれば良い

症例検討＝参加者のプレゼンテーションである





























何が問題点でしょう



何から読み解いていくのか？





高血圧

頸動脈洞：血圧低下

交感神経 血圧上昇

動脈硬化（心臓） プラーク

コレステロール↑食生活

糖尿病

運動不足

心原性塞栓症が起こる原因
不整脈血栓脳塞栓

心筋の活動不全

心房細動





Dダイマー（D-dimer）は、血液凝固や血栓の形成を評価するための検査で、 
高値は血栓が形成されている可能性を示す場合があります。Dダイマー検査の基準値は1.0μg/mL未満が一般的です。

NT-proBNPは、心臓に関連するペプチドホルモンの一種で、心不全や他の心臓疾患を評価するのに役立つ検査です。 
高値は心臓への負担が増していることを示す場合があります。 

Sinus（サイナス）とは、心臓の洞房結節で発生した電気的興奮が正しく反復され、 
心臓の拍動が一定のリズムに保たれている状態である

PAC 上室性期外収縮：心臓の上部である心房からの早期の収縮を指します。（不整脈）



心不全の可能性＋

不整脈も＋

しかし動きは良好

深部静脈血栓症もなし



心不全の可能性＋

不整脈も＋

しかし動きは良好

深部静脈血栓症もなし

運動(リハ)しても大丈夫！！



問題点の確認











ADL獲得手順



ADL獲得手順
座位 立位立ち上がり食事 移乗 歩行整容/更衣 屋外歩行

自
宅
退
院

① ② ③ ④ ⑤ ⑦ ⑨⑧トイレ自立⑥
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トイレ自立ができない原因
屋外歩行

自
宅
退
院

⑨トイレ自立

歩行

⑧



トイレ自立ができない理由とは



トイレ自立ができない理由とは



原因と治療部位の特定



心原性脳塞栓症



心原性脳塞栓症



放線冠レベル
前頭葉

頭頂葉

後頭葉

中大脳動脈

前大脳
動脈

前大脳
動脈

後大脳
動脈

頭頂間溝
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内頸動脈

前脈略叢動脈レンズ核線状体動脈

中心前動脈

中心動脈

前頭頂動脈

後頭頂動脈

角回動脈
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頭頂間溝

中心後溝

シルビウス烈 
上行枝

角回

縁上回

後頭葉

放線冠レベル

感覚野

運動野 中大脳動脈

前頭葉

頭頂葉

左脳



心原性脳塞栓症

頭頂間溝



心原性脳塞栓症

頭頂間溝

中心溝



心原性脳塞栓症
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内頸動脈

前脈略叢動脈レンズ核線状体動脈

中心前動脈

中心動脈

前頭頂動脈

後頭頂動脈
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後頭葉

側頭葉

前頭葉

頭頂葉

大脳皮質を２つに分けるなら？

頭頂葉

２種類の大脳皮質
中心溝



後頭葉

側頭葉

前頭葉

頭頂葉

大脳皮質を２つに分けるなら？

頭頂葉

２種類の大脳皮質
情報処理

運動発現

中心溝



心原性脳塞栓症

頭頂間溝

中心溝



心原性脳塞栓症

頭頂間溝

中心溝

前頭葉

その他



心原性脳塞栓症

頭頂間溝

中心溝

前頭葉

その他情報処理

運動発現



感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

２種類の大脳皮質
情報処理 運動発現



視覚 
網膜

一次視覚野

色・形

奥行き・位置 
動き

体性感覚

頭頂連合野 
どこに・どんな状態

側頭連合野 
何を・誰が

体性感覚＋視覚

記憶＋視覚

情報処理
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色・形

奥行き・位置 
動き

体性感覚

頭頂連合野 
どこに・どんな状態

側頭連合野 
何を・誰が

体性感覚＋視覚

記憶＋視覚

前頭連合野 
運動の選択・実行

次にどんな運動をすればいいの？ 
を選択し選択した運動を実行する！！

情報処理運動発現



→どこにどんな状態？

→どこにどんな状態？



次にどんな運動をすればいいの？ 
を選択し選択した運動を実行する！！



心原性脳塞栓症

中大脳動脈

中大脳動脈

頭頂間溝
角回

縁上回

感覚野

運動野

運動前野

前頭前野

中心溝

運動前野
前頭葉

頭頂葉



視覚 
聴覚 
体性感覚　 

平衡感覚 
味覚 
嗅覚

注意 
＋ 
記憶

＜どこで＞ 
視覚 
体性感覚 
平衡感覚 
＋記憶

＜何が＞ 
視覚 
体性感覚 
＋記憶

感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

STOP 
＆ 
GO

記憶誘導型 
補足運動野 
基底核

視覚誘導型 
運動前野 
小脳

視床

運動野 
皮質脊髄路

抑制系 
促通系 

網様体脊髄路

随意運動

筋緊張

感覚障害 知覚障害 
注意障害 高次脳機能障害

遂行機能障害 
運動失調

運動麻痺 
筋緊張

脊髄損傷 
末梢神経損傷

視床

運動が起こるまでの流れ
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半盲・半側空間無視・共同偏視
感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

半盲

空間内の物に
注意を向ける

方向性注意障害 半側空間無視

背腹側経路

対象の色や形の情
報を意識にのぼる
形で処理し、対象
の存在を意識する

空間認識ができない
発見して報告したり 
反応したり， 

その方向を向いたり

サッケード亢進

共同偏視

眼球運動障害

動眼神経 
滑車神経 
外転神経

外眼筋 
内眼筋

上縦束

脳神経障害
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何が原因でフリーにならないのか？





どこにどんな状態ー身体軸の問題＋
バランスシステムの障害＋



トイレ動作獲得のための
感覚障害：３

注意障害：３９

躓きに気づかない：３１２ 
（肢節運動失行の可能性）

姿勢筋緊張

運動麻痺
運動麻痺





結論
感覚 知覚化 解釈・認知 戦略・計画 起動 実行

トイレ自立 
（バランス）

歩行 
（リズム） 
（ステップ）

下衣の上げ下げ 
（重心コントロール）

筋緊張

バランス

視覚からの運動 
プログラム 

身体図式

四肢の位置関係 

視覚 
前庭核 
体性感覚

（注意障害）

５・７野

３９野

６野

３野

意識化

１・２野

目標設定
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１・２野

感覚入力 
（能力）

環境設定 
(杖) 
＋ 
行動 

（運動手順）


